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(57)【要約】
【課題】ＴＲＩＣＫＳ法にて得られる画像の画像品質を
向上させ、診断効率を向上させる。
【解決手段】マスクスキャンＭＳを実施する際には、撮
影領域へ流入する流体を含む領域に飽和パルスＳＡＴを
送信した後に、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り
返し時間ＴＲごとに順次収集する。ここでは、ｋ空間に
おいて中心を介して対称になるように複数に分割された
各セグメントのそれぞれに対応するように、順次、繰り
返し実施する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体にて流体が流入する撮影領域において生ずる磁気共鳴信号を、当該流体に造影剤
が注入されていない状態にて、マスクデータとして収集するマスクスキャンと、前記流体
に造影剤が注入された後に当該造影剤を含む流体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共鳴
信号を、イメージングデータとして収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法
に対応するように実施することによって、前記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次
生成する磁気共鳴イメージング装置であって、
　前記マスクスキャンと前記イメージングスキャンとを実施するスキャン部
　を有し、
　前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、前記撮影領域へ流入する流
体を含む領域に飽和パルスを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして
繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグメ
ントのそれぞれに対応するように、繰り返し実施する
　磁気共鳴イメージング装置。
【請求項２】
　前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメントにおい
て前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキャンを実施
する、
　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうように、前記マ
スクスキャンを実施する、
　請求項２に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項４】
　前記スキャン部は、前記飽和パルスを送信後、さらに、前記磁気共鳴信号をマスクデー
タとして収集しない繰り返し時間を経た後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとし
て繰り返し時間ごとに順次収集するように、前記マスクスキャンを実施する、
　請求項１から３のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項５】
　前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において中心を通る
軸を介して対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように
、前記スキャンを実施する、
　請求項１から４のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項６】
　前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において中心から周
囲へ放射状に対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するよう
に前記スキャンを実施する、
　請求項１から４のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項７】
　前記スキャン部は、前記イメージングスキャンを実施する前に前記マスクスキャンを実
施する、
　請求項１から６のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項８】
　被検体にて流体が流入する撮影領域において生ずる磁気共鳴信号を、当該流体に造影剤
が注入されていない状態にて、マスクデータとして収集するマスクスキャンと、前記流体
に造影剤が注入された後に、当該造影剤を含む流体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共
鳴信号を、イメージングデータとして収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ
法に対応するように実施することによって、前記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順
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次生成する磁気共鳴イメージング方法であって、
　前記マスクスキャンを実施する際には、前記撮影領域へ流入する流体を含む領域に飽和
パルスを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに
順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグメントのそれぞれに対
応するように繰り返し実施する
　磁気共鳴イメージング方法。
【請求項９】
　前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返
し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメントにおいて前記ｋ空間の中心
を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキャンを実施する、
　請求項８に記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１０】
　前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうように、前記マスクスキャンを実施
する、
　請求項９に記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１１】
　前記スキャン部は、前記飽和パルスを送信後、さらに、前記磁気共鳴信号をマスクデー
タとして収集しない繰り返し時間を経た後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとし
て繰り返し時間ごとに順次収集するように、前記マスクスキャンを実施する、
　請求項８から１０のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１２】
　前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において中心を通る軸を介して対称にな
るように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように、前記スキャンを実
施する、
　請求項８から１０いずれかに記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１３】
　前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において中心から周
囲へ放射状に対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するよう
に、前記スキャンを実施する、
　請求項８から１２のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１４】
　前記スキャン部は、前記イメージングスキャンを実施する前に前記マスクスキャンを実
施する、
　請求項８から１３のいずれかに記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１５】
　被検体の撮影領域において生ずる磁気共鳴信号をマスクデータとして収集するマスクス
キャンと、前記撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集する
イメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施することによって、前
記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメージング装置であって
、
　前記マスクスキャンと前記イメージングスキャンとを実施するスキャン部
　を有し、
　前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、前記被検体にプリパレーシ
ョンパルスを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返し時間ご
とに順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグメントのそれぞれ
に対応するように繰り返し実施する
　磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１６】
　前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメントにおい
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て前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキャンを実施
する、
　請求項１５に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１７】
　前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうように、前記マ
スクスキャンを実施する、
　請求項１６に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１８】
　被検体の撮影領域において生ずる磁気共鳴信号をマスクデータとして収集するマスクス
キャンと、前記撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集する
イメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施することによって、前
記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメージング方法であって
、
　前記マスクスキャンを実施する際には、前記被検体にプリパレーションパルスを送信し
た後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集するス
キャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように繰
り返し実施する
　磁気共鳴イメージング方法。
【請求項１９】
　前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメントにおい
て前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキャンを実施
する、
　請求項１８に記載の磁気共鳴イメージング方法。
【請求項２０】
　前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうように、前記マ
スクスキャンを実施する、
　請求項１９に記載の磁気共鳴イメージング方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ：Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　
Ｉｍａｇｉｎｇ）装置および磁気共鳴イメージング方法に関する。特に、被検体の撮影領
域において生ずる磁気共鳴信号をマスクデータとして収集するマスクスキャンと、その撮
影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集するイメージングスキ
ャンとを、ＴＲＩＣＫＳ（Ｔｉｍｅ　Ｒｅｓｏｌｖｅｄ　Ｉｍａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏ
ｎｔｒａｓｔ　ＫｉｎｅｔｉｃＳ）法に対応するように実施することによって、その撮影
領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する、磁気共鳴イメージング装置および磁気共
鳴イメージング方法である。
【背景技術】
【０００２】
　磁気共鳴イメージング装置は、医療用途、産業用途などのさまざまな分野において利用
されている。
【０００３】
　磁気共鳴イメージング装置は、静磁場が形成される撮像空間を含み、被検体において撮
影対象を含む撮影領域が、その撮像空間に収容される。これにより、その撮影領域におけ
るプロトン（ｐｒｏｔｏｎ）のスピンが静磁場の方向に整列して、磁化ベクトルが得られ
る。その後、その静磁場が形成されている撮像空間において、被検体の撮影領域にＲＦパ
ルスを送信し、核磁気共鳴（ＮＭＲ：Ｎｕｃｌｅａｒ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａ
ｎｃｅ）現象を発生させることによって、そのスピンの磁化ベクトルをフリップさせる。
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そして、そのフリップされたスピンの磁化ベクトルが元の静磁場の方向に戻る際に発生す
る磁気共鳴（ＭＲ）信号を収集する。たとえば、スピン・エコー（Ｓｐｉｎ　Ｅｃｈｏ）
法やグラディエント・リコールド・エコー（Ｇｒａｄｉｅｎｔ　Ｒｅｃａｌｌｅｄ　Ｅｃ
ｈｏ）法などのパルスシーケンスに従って、被検体についてスキャンを実施する。そして
、このスキャンの実施によって収集された磁気共鳴信号について、画像再構成処理を実施
し、その撮影領域のスライス画像を生成する。
【０００４】
　この磁気共鳴イメージング装置においては、血管を流れる血液などの流体を描出するた
めに、ＭＲＡ（ＭＲ　ａｎｇｉｏｇａｐｈｙ）と呼ばれる血管撮影が実施されている。こ
のＭＡにおいては、タイム・オブ・フライト（ＴＯＦ：Ｔｉｍｅ　ｏｆ　Ｆｌｉｇｈｔ）
効果や、位相コントラスト（ＰＣ：Ｐｈａｓｅ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ）効果などを利用して
、イメージングを実施している。
【０００５】
　このＭＲＡのイメージング法として、ＴＲＩＣＫＳ法が提案されている（たとえば、特
許文献１，特許文献２，非特許文献１）。この方法においては、簡便な操作にてイメージ
ングを実施でき、さらに、高い時間分解能であるために、造影剤が流入した撮影流域につ
いて適切なタイミングでスライス画像を得ることができる。このＴＲＩＣＫＳ法は、特に
、人体の下肢などの末梢血管のように、造影剤の到達時間にバラツキがあり、タイミング
を合わせることが困難な部分を含む撮影領域について、短時間に連続的に撮影できるため
、有用である。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－５１９１号公報
【特許文献２】特開２００６－１２２３０１号公報
【非特許文献１】高原太郎、他，メジカルビュ－社，２００４．０９，「ＭＲＩ応用自在
」
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　図１７は、ＴＲＩＣＫＳ法にてスライス画像を生成する様子を示す図である。図１７に
おいては、時間軸ｔを横軸に示している。図１８は、ＴＲＩＣＫＳ法にてスライス画像を
生成する際に磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【０００８】
　ＴＲＩＣＫＳ法にてイメージングする際においては、図１７に示すように、まず、マス
クスキャンＭＳを実施する。
【０００９】
　ここでは、被検体にて血液などの流体が流入する撮影領域において生ずる磁気共鳴信号
を、その流体に造影剤が注入されていない状態にて、マスクデータとして収集する。具体
的には、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンＳ
を、図１８に示すように、ｋ空間において中心に位置する低周波領域から周囲に位置する
高周波領域に渡って、たとえば、４つに分割された各セグメントのそれぞれに対応するよ
うに、繰り返し実施する。つまり、図１８に示すように、ｋ空間の中心から、第１セグメ
ント領域Ａ，第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄの４
つのセグメントに分割し、図１７に示すように、その第１セグメント領域Ａ，第２セグメ
ント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄのそれぞれに対応するように
、スキャンＳを実施する。たとえば、ファスト・グラディエント・エコー（Ｆａｓｔ　Ｇ
ｒａｄｉｅｎｔ　Ｅｃｈｏ）法に基づいて、スキャンＳを実施する。
【００１０】
　つぎに、図１７に示すように、イメージングスキャンＩＳを実施する。
【００１１】
　ここでは、流体に造影剤を注入し、その造影剤が注入された流体が流入した撮影領域に
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て生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集する。具体的には、図１８に示
すように、上記のマスクスキャンＭＳの場合と同様に、たとえば、第１セグメント領域Ａ
，第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄの４つに分割さ
れたセグメントのそれぞれに対応する磁気共鳴信号を、イメージングデータとして、繰り
返し時間ＴＲごとに、順次、収集する。このイメージングスキャンＩＳの実施においては
、マスクスキャンＭＳの場合と異なり、図１７に示すように、ｋ空間に中心に位置する第
１セグメント領域Ａに対応する磁気共鳴信号を収集する第１スキャンＳ１と、その他の第
２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄに対応する磁気共鳴
信号を収集する第２スキャンＳ２とを、互いに交互になるように繰り返し実施する。すな
わち、図１７に示すように、たとえば、第１セグメント領域Ａ，第２セグメント領域Ｂ，
第１セグメント領域Ａ，第３セグメント領域Ｃ，第１セグメント領域Ａ，第４セグメント
領域Ｄ，第１セグメント領域Ａのような順序にて、各領域に対応する磁気共鳴信号を収集
するように、イメージングスキャンＩＳを実施する。
【００１２】
　つぎに、マスクスキャンＭＳの実施にて収集されたマスクデータと、イメージングスキ
ャンＩＳの実施にて収集されたイメージングデータとに基づいて、撮影領域の画像を時間
軸ｔに沿うように、順次、生成する。
【００１３】
　ここでは、撮影領域において造影剤が流れる部分が高いコントラストとなる画像を生成
する。たとえば、図１７に示すように、マスクデータに基づいてマスク画像ＭＧを画像再
構成し、イメージングデータに基づいてイメージング画像ＩＧを画像再構成した後に、そ
のイメージング画像ＩＧの画像データをマスク画像ＭＧの画像データで差分することによ
って、差分画像ＳＧを生成する。
【００１４】
　具体的には、図１７に示すように、マスクスキャンＭＳの実施において、第１セグメン
ト領域Ａ，第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄに対応
するように収集されたマスクデータを用いて、マスク画像ＭＧを画像再構成する。
【００１５】
　そして、図１７に示すように、イメージングスキャンＩＳの実施において、第１スキャ
ンＳ１と第２スキャンＳ２とが実施された時相のそれぞれに対応するように、イメージン
グ画像ＩＧを、時間軸ｔに沿って、順次、画像再構成する。
【００１６】
　たとえば、第１時相ｔ１における第１スキャンＳ１の実施によって第１セグメント領域
Ａに対応する磁気共鳴信号を収集し、その磁気共鳴信号を用いて第１イメージング画像Ｉ
Ｇ１を生成する際には、その第１スキャンＳ１の実施前後において第１セグメント領域Ａ
以外の、第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄのそれぞ
れに対応するように実施されたスキャンにて収集した磁気共鳴信号を用いる。また、たと
えば、第８時相ｔ８における第２スキャンＳ２の実施によって第２セグメント領域Ｂに対
応する磁気共鳴信号を収集し、その磁気共鳴信号を用いて第８イメージング画像ＩＧ８を
生成する際には、その第２スキャンＳ２の実施前後において，第２セグメント領域Ｂ以外
の第１セグメント領域Ａ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄのそれぞれに対
応するように実施されたスキャンによって収集した磁気共鳴信号を用いる。
【００１７】
　そして、図１７に示すように、このイメージングスキャンＩＳにおいて第１スキャンＳ
１の実施と第２スキャンＳ２の実施とのそれぞれに対応するように時間軸ｔに沿って生成
されたイメージング画像ＩＧのそれぞれの画像データから、マスク画像ＭＧの画像データ
を差分することによって、差分画像ＳＧを生成する。この差分画像ＳＧは、造影剤が流入
した撮影領域のイメージング画像ＩＧに、造影剤が流入していない撮影領域のマスク画像
ＭＧを差分しているので、造影剤が流入している部分が高いコントラストな画像として生
成される。
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【００１８】
　しかしながら、このＴＲＩＣＫＳ法においては、ファスト・グラディエント・エコー法
によるマスクデータの収集時に、インフロー効果（ｉｎ－ｆｌｏｗ　ｅｆｆｅｃｔ）の影
響によって、血液などの流体が流れる部分において、マスクデータとして収集される磁気
共鳴信号が、高信号になる場合がある。このため、このようなマスクデータに基づいて生
成されたマスク画像ＭＧの画像データを、イメージング画像ＩＧの画像データから差分し
た場合には、その差分画像ＳＧにおいて造影剤が流入している部分が高いコントラストに
生成されない場合がある。このため、画像品質が低下し、画像診断を効率的に実施するこ
とが困難な場合があった。
【００１９】
　したがって、本発明の目的は、画像品質を向上させ、画像診断を効率的に実施可能な、
磁気共鳴イメージング装置および磁気共鳴イメージング方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記目的の達成のために本発明の磁気共鳴イメージング装置は、被検体にて流体が流入
する撮影領域において生ずる磁気共鳴信号を、当該流体に造影剤が注入されていない状態
にて、マスクデータとして収集するマスクスキャンと、前記流体に造影剤が注入された後
に当該造影剤を含む流体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデ
ータとして収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施す
ることによって、前記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメー
ジング装置であって、前記マスクスキャンと前記イメージングスキャンとを実施するスキ
ャン部を有し、前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、前記撮影領域
へ流入する流体を含む領域に飽和パルスを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割さ
れた各セグメントのそれぞれに対応するように、繰り返し実施する。
【００２１】
　好適には、前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を
前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメ
ントにおいて前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキ
ャンを実施する。
【００２２】
　好適には、前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうよう
に、前記マスクスキャンを実施する。
【００２３】
　好適には、前記スキャン部は、前記飽和パルスを送信後、さらに、前記磁気共鳴信号を
マスクデータとして収集しない繰り返し時間を経た後に、前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集するように、前記マスクスキャンを実施する。
【００２４】
　好適には、前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において
中心を通る軸を介して対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応
するように、前記スキャンを実施する。
【００２５】
　好適には、前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において
中心から周囲へ放射状に対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対
応するように前記スキャンを実施する。
【００２６】
　好適には、前記スキャン部は、前記イメージングスキャンを実施する前に前記マスクス
キャンを実施する。
【００２７】
　上記目的の達成のために本発明の磁気共鳴イメージング方法は、被検体にて流体が流入



(8) JP 2008-220861 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

する撮影領域において生ずる磁気共鳴信号を、当該流体に造影剤が注入されていない状態
にて、マスクデータとして収集するマスクスキャンと、前記流体に造影剤が注入された後
に、当該造影剤を含む流体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージング
データとして収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施
することによって、前記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメ
ージング方法であって、前記マスクスキャンを実施する際には、前記撮影領域へ流入する
流体を含む領域に飽和パルスを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとし
て繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグ
メントのそれぞれに対応するように繰り返し実施する。
【００２８】
　好適には、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を前記マスクデータと
して繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメントにおいて前記ｋ
空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキャンを実施する。
【００２９】
　好適には、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうように、前記マスクスキ
ャンを実施する。
【００３０】
　好適には、前記スキャン部は、前記飽和パルスを送信後、さらに、前記磁気共鳴信号を
マスクデータとして収集しない繰り返し時間を経た後に、前記磁気共鳴信号を前記マスク
データとして繰り返し時間ごとに順次収集するように、前記マスクスキャンを実施する。
【００３１】
　好適には、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において中心を通る軸を介し
て対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように、前記ス
キャンを実施する。
【００３２】
　好適には、前記スキャン部は、前記マスクスキャンを実施する際には、ｋ空間において
中心から周囲へ放射状に対称になるように複数に分割された各セグメントのそれぞれに対
応するように、前記スキャンを実施する。
【００３３】
　好適には、前記スキャン部は、前記イメージングスキャンを実施する前に前記マスクス
キャンを実施する。
【００３４】
　上記目的の達成のために本発明の磁気共鳴イメージング装置は、被検体の撮影領域にお
いて生ずる磁気共鳴信号をマスクデータとして収集するマスクスキャンと、前記撮影領域
にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集するイメージングスキャンと
を、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施することによって、前記撮影領域の画像を時間
軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメージング装置であって、前記マスクスキャンと
前記イメージングスキャンとを実施するスキャン部を有し、前記スキャン部は、前記マス
クスキャンを実施する際には、前記被検体にプリパレーションパルスを送信した後に、前
記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンを、
ｋ空間において複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように繰り返し実施
する。
【００３５】
　好適には、前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を
前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメ
ントにおいて前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキ
ャンを実施する。
【００３６】
　好適には、前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうよう
に、前記マスクスキャンを実施する。



(9) JP 2008-220861 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

【００３７】
　好適には、被検体の撮影領域において生ずる磁気共鳴信号をマスクデータとして収集す
るマスクスキャンと、前記撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとし
て収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように実施することに
よって、前記撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成する磁気共鳴イメージング方
法であって、前記マスクスキャンを実施する際には、前記被検体にプリパレーションパル
スを送信した後に、前記磁気共鳴信号を前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次
収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割された各セグメントのそれぞれに対応す
るように繰り返し実施する。
【００３８】
　好適には、前記スキャン部は、前記セグメントのそれぞれについて前記磁気共鳴信号を
前記マスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向が、前記複数のセグメ
ントにおいて前記ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、前記マスクスキ
ャンを実施する。
【００３９】
　好適には、前記スキャン部は、前記収集方向が前記ｋ空間の中心から周囲へ向かうよう
に、前記マスクスキャンを実施する。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、画像品質を向上させ、画像診断を効率的に実施可能な、磁気共鳴イメ
ージング装置および磁気共鳴イメージング方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下より、本発明にかかる実施形態の一例について図面を参照して説明する。
【００４２】
＜実施形態１＞
　図１は、本発明にかかる実施形態１において、磁気共鳴イメージング装置１の構成の概
略を示す構成図である。
【００４３】
（装置構成）
　図１は、本発明にかかる実施形態１において、磁気共鳴イメージング装置１の構成を示
す構成図である。
【００４４】
　図１に示すように、磁気共鳴イメージング装置１は、スキャン部２と、操作コンソール
部３とを有している。
【００４５】
　ここで、スキャン部２は、図１に示すように、静磁場マグネット部１２と、勾配コイル
部１３と、ＲＦコイル部１４と、クレードル１５と、ＲＦ駆動部２２と、勾配駆動部２３
と、データ収集部２４とを有している。そして、操作コンソール部３は、図１に示すよう
に、制御部３０と、画像再構成部３１と、操作部３２と、表示部３３と、記憶部３４とを
有する。
【００４６】
　本実施形態においては、磁気共鳴イメージング装置１は、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するよ
うに、被検体の撮影領域についてスキャンを実施することによって、その撮影領域の画像
を時間軸に沿うように順次生成する。つまり、被検体ＳＵにて血液などの流体が流入する
撮影領域において生ずる磁気共鳴信号を、その流体に造影剤が注入されていない状態にて
、マスクデータとして収集するマスクスキャンと、その流体に造影剤が注入された後、そ
の造影剤を含む流体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータ
として収集するイメージングスキャンとを、ＴＲＩＣＫＳ法に基づいて実施し、その撮影
領域の画像を順次生成する。
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【００４７】
　スキャン部２について説明する。
【００４８】
　スキャン部２は、図１に示すように、静磁場が形成され、被検体ＳＵにおいて撮影対象
を含む撮影領域が収容される撮像空間Ｂが形成されている。そして。スキャン部２は、操
作コンソール部３からの制御信号に基づいて、その静磁場が形成される撮像空間Ｂに収容
した被検体ＳＵの撮影領域にＲＦパルスを照射し、その撮影領域から生ずる磁気共鳴信号
を収集することによって、被検体ＳＵの撮影領域についてスキャンを実施する。
【００４９】
　本実施形態においては、スキャン部２は、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように、マスクス
キャンとイメージングスキャンとを実施する。すなわち、スキャン部２は、マスクスキャ
ンを実施することによって、被検体ＳＵにおいて血液などの流体が流入する撮影領域にて
生ずる磁気共鳴信号を、その流体に造影剤が注入されていない状態にて、マスクデータと
して収集する。また、スキャン部２は、被検体において流れる流体に造影剤が注入された
後にイメージングスキャンを実施することによって、その造影剤を含む流体が流入した撮
影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集する。たとえば、スキ
ャン部２は、イメージングスキャンを実施する前に、マスクスキャンを実施する。
【００５０】
　詳細については、後述するが、スキャン部２は、マスクスキャンを実施する際には、撮
影領域へ流入する流体を少なくとも含む領域に飽和パルスを送信後、磁気共鳴信号をマス
クデータとして繰り返し時間ごとに順次収集するスキャンを実施する。すなわち、撮影領
域へ流入する流体の存在する領域へ飽和パルスを送信する。ここでは、ｋ空間において複
数に分割された各セグメントのそれぞれに対応するように、このスキャンを繰り返し実施
する。たとえば、ｋ空間において中心を通る軸を介して対称になるように、複数に分割さ
れた各セグメントのそれぞれについて、このスキャンを実施する。ここでは、スキャン部
２は、それらのセグメントのそれぞれについて磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返
し時間ＴＲごとに順次収集する収集方向が、その複数のセグメントの間において、ｋ空間
の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、このマスクスキャンを実施する。具体的
には、スキャン部２は、その収集方向がｋ空間の中心の側から周囲の側へ向かうように、
このマスクスキャンを実施する。
【００５１】
　スキャン部２の各構成要素について、順次、説明する。
【００５２】
　静磁場マグネット部１２は、たとえば、水平磁場型であって、被検体ＳＵが収容される
撮像空間Ｂにおいて載置される被検体ＳＵの体軸方向（ｚ方向）に沿うように、超伝導磁
石（図示なし）が静磁場を形成する。なお、静磁場マグネット部１２は、水平磁場型の他
に、垂直磁場型であって、一対の永久磁石が対面する方向に沿って静磁場を形成する場合
であってもよい。
【００５３】
　勾配コイル部１３は、静磁場が形成された撮像空間Ｂに勾配パルスを送信することによ
って勾配磁場を形成し、ＲＦコイル部１４が受信する磁気共鳴信号に空間的な位置情報を
付加する。ここでは、勾配コイル部１３は、静磁場方向に沿ったｚ方向と、ｘ方向と、ｙ
方向との互いに直交する３軸方向に対応して勾配磁場を形成するように、３系統からなる
。これらは、制御部３０からの制御信号に基づいて、周波数エンコード方向と位相エンコ
ード方向とスライス選択方向として、それぞれに勾配パルスを送信することによって勾配
磁場を形成する。具体的には、勾配コイル部１３は、被検体ＳＵのスライス選択方向に勾
配磁場を印加し、ＲＦコイル部１４がＲＦパルスを送信することによって励起させる被検
体ＳＵのスライスを選択する。また、勾配コイル部１３は、被検体ＳＵの位相エンコード
方向に勾配磁場を印加し、ＲＦパルスにより励起されたスライスからの磁気共鳴信号を位
相エンコードする。そして、勾配コイル部１３は、被検体ＳＵの周波数エンコード方向に
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勾配磁場を印加し、ＲＦパルスにより励起されたスライスからの磁気共鳴信号を周波数エ
ンコードする。
【００５４】
　ＲＦコイル部１４は、図１に示すように、被検体ＳＵを囲むように配置される。ＲＦコ
イル部１４は、静磁場マグネット部１２によって静磁場が形成される撮像空間Ｂ内におい
て、制御部３０からの制御信号に基づいて、電磁波であるＲＦパルスを被検体ＳＵに送信
して高周波磁場を形成する。これにより、被検体ＳＵの撮影領域におけるプロトンのスピ
ンによる磁化ベクトルをフリップする。そして、ＲＦコイル部１４は、その被検体ＳＵの
撮影領域においてフリップされた磁化ベクトルが元の磁化ベクトルへ戻る際に生ずる電磁
波を、磁気共鳴信号として受信する。
【００５５】
　クレードル１５は、被検体ＳＵが載置される水平面を含むテーブルであって、制御部３
０からの制御信号に基づいて、撮像空間Ｂの内部と外部との間において移動する。
【００５６】
　ＲＦ駆動部２２は、ＲＦコイル部１４を駆動させることによって、撮像空間Ｂ内にＲＦ
パルスを送信させて高周波磁場を形成する。ＲＦ駆動部２２は、制御部３０からの制御信
号に基づいて、ゲート変調器を用いてＲＦ発振器からの信号を所定のタイミングおよび所
定の包絡線の信号に変調した後に、そのゲート変調器により変調された信号を、ＲＦ電力
増幅器によって増幅してＲＦコイル部１４に出力し、ＲＦパルスを送信させる。
【００５７】
　勾配駆動部２３は、制御部３０からの制御信号に基づいて、勾配パルスを勾配コイル部
１３に印加させて、静磁場が形成されている撮像空間Ｂ内に勾配磁場を発生させる。勾配
駆動部２３は、３系統の勾配コイル部１３に対応して３系統の駆動回路（図示なし）を有
する。
【００５８】
　データ収集部２４は、制御部３０からの制御信号に基づいて、ＲＦコイル部１４が受信
する磁気共鳴信号を収集する。ここでは、データ収集部２４は、ＲＦコイル部１４が受信
する磁気共鳴信号を、ＲＦ駆動部２２のＲＦ発振器の出力を参照信号として位相検波器が
位相検波する。その後、Ａ／Ｄ変換器を用いて、このアナログ信号である磁気共鳴信号を
デジタル信号に変換して出力する。
【００５９】
　操作コンソール部３について説明する。
【００６０】
　操作コンソール部３は、スキャン部２が被検体についてスキャンを実施するように制御
し、そのスキャン部２が実施したスキャンによって得られた磁気共鳴信号に基づいて、そ
の被検体について画像を生成すると共に、その生成した画像を表示する。
【００６１】
　操作コンソール部３を構成する各部について、順次、説明する。
【００６２】
　制御部３０は、コンピュータと、コンピュータに所定のデータ処理を実行させるプログ
ラムを記憶するメモリとを有しており、各部を制御する。ここでは、制御部３０は、操作
部３２からの操作データが入力され、その操作部３２から入力される操作データに基づい
て、スキャン部２を制御する。すなわち、図１に示すように、ＲＦ駆動部２２と勾配駆動
部２３とデータ収集部２４とのそれぞれに制御信号を出力し、設定したスキャン条件に対
応するように、各部の動作を制御する。そして、これと共に、データ処理部３１と表示部
３３と記憶部３４とへ、制御信号を出力し、制御を行う。
【００６３】
　画像再構成部３１は、コンピュータと、そのコンピュータを用いて所定のデータ処理を
実行するプログラムを記憶するメモリとを有しており、制御部３０からの制御信号に基づ
いて、画像再構成処理を実行して、画像を再構成する。ここでは、スキャン部２が被検体
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の撮影領域についてスキャンを実施することにより、ｋ空間に対応するように収集した磁
気共鳴信号について、フーリエ変換処理を実施することによって、画像再構成処理を実施
し、この撮影領域の画像を再構成する。そして、画像再構成部３１は、その再構成した画
像のデータを、表示部３３に出力する。
【００６４】
　本実施形態においては、画像再構成部３１は、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するように、マス
クスキャンとイメージングスキャンとが実施され、マスクデータとイメージングデータと
して収集された磁気共鳴信号に基づいて、撮影領域の画像を時間軸に沿うように順次生成
する。
【００６５】
　操作部３２は、キーボードやポインティングデバイスなどの操作デバイスによって構成
されている。操作部３２は、オペレータによって操作データが入力され、その操作データ
を制御部３０に出力する。
【００６６】
　表示部３３は、ＣＲＴなどの表示デバイスによって構成されており、制御部３０からの
制御信号に基づいて、表示画面に画像を表示する。たとえば、表示部３３は、オペレータ
によって操作部３２に操作データが入力される入力項目についての画像を表示画面に複数
表示する。また、表示部３３は、画像再構成部３１によって再構成された撮影領域の画像
についてのデータを受け、表示画面に、その画像を表示する。
【００６７】
　記憶部３４は、メモリなどの記憶デバイスによって構成されており、各種データを記憶
している。記憶部３４は、その記憶されたデータが必要に応じて制御部３０によってアク
セスされる。
【００６８】
（動作）
　以下より、上記の本実施形態の磁気共鳴イメージング装置１を用いて、被検体ＳＵを撮
像する際の動作について説明する。
【００６９】
　図２は、本発明にかかる実施形態１において、被検体ＳＵを撮像する際の動作を示すフ
ロー図である。図３は、本発明にかかる実施形態１において、ＴＲＩＣＫＳ法にて被検体
の撮影領域についてスキャンを実施する様子を示す図である。図３においては、時間軸を
横軸で示している。
【００７０】
　まず、図２に示すように、マスクスキャンＭＳの実施を行う（Ｓ１１）。
【００７１】
　ここでは、被検体ＳＵにて血液などの流体が流入する撮影領域において生ずる磁気共鳴
信号を、その流体に造影剤が注入されていない状態にて、マスクデータとして、ｋ空間の
各マトリクスについて収集するように、スキャン部２がマスクスキャンＭＳを実施する。
【００７２】
　具体的には、図３に示すように、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ＴＲ
ごとに順次収集するスキャンＳを、ｋ空間において複数のマトリクスを含むように区画さ
れたセグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，Ｄ
１，・・・，Ｄ４ごとに、マスクスキャン実施期間ＭＴにおいて、順次、実施する。たと
えば、図３に示すように、１６個のセグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，
Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，Ｄ１，・・・，Ｄ４になるように分割されたｋ空間の各セグ
メントのそれぞれに対応するように繰り返し実施する。
【００７３】
　図４は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳの実施にて、磁気共
鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【００７４】
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　図４に示すように、本実施形態においては、ｋ空間ｋｓを複数のセグメント領域Ａ１，
・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，Ｄ１，・・・，Ｄ４になるよ
うに分割する。ここでは、そのｋ空間ｋｓの中心を介して対称になるように、ｋ空間ｋｓ
を複数のセグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４
，Ｄ１，・・・，Ｄ４へ分割する。このセグメント領域への分割数は、オペレータによっ
て入力された指令に基づいて設定される。ここでは、後述する飽和パルスの飽和効果や撮
影時間への影響を考慮して、オペレータによって指令が入力される。また、飽和パルスが
事前に定めた間隔で印加されるように自動的に設定してもよい。たとえば、ｋｘ軸，ｋｙ
軸，ｋｚ軸の３軸にて規定される３次元のｋ空間ｋｓにおいて、図４に示すように、ｋｙ
軸方向において２分割し、かつ、ｋｚ軸方向において８分割することによって、合計で１
６個のセグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，
Ｄ１，・・・，Ｄ４に分割する。つまり、ｋｙ軸方向においてｋ空間ｋｓの中心を介して
対称であり、かつ、ｋｚ軸方向においてｋ空間ｋｓの中心を介して対称であるように、ｋ
ｘ－ｋｙ面とｋｘ－ｋｚ面とによってｋ空間ｋｓを分割し、第１から第１６のセグメント
領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，Ｄ１，・・・，Ｄ
４にする。具体的には、図４に示すように、ｋｙ軸方向とｋｚ軸方向とのそれぞれにて２
等分した４つの領域Ａｎ，Ｂｎ，Ｃｎ，Ｄｎのそれぞれを、ｋｚ軸方向にて４等分するこ
とによって、１６個のセグメント領域Ａ１，・・・Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・
・・，Ｃ４，Ｄ１，・・・，Ｄ４になるように、ｋ空間ｋｓを分割する。このように、本
実施形態においては、セグメントは、ｋ空間の中心から周辺部にかけて、セグメント内の
各点の分布が、いずれのセグメントにおいても同等になるように分割されている。
【００７５】
　そして、図３に示すように、この各セグメントのそれぞれに対応するように、スキャン
Ｓを、セグメント領域単位にて、順次、実施する。たとえば、Ａ１，Ｂ１，Ａ２，Ｂ２，
Ａ３，Ｂ３，Ａ４，Ｂ４，Ｃ１，Ｄ１，Ｃ２，Ｄ２，Ｃ３，Ｄ３，Ｃ４，Ｄ４のようにし
て、順次、各セグメントについてスキャンＳを実施する。
【００７６】
　ここでは、図４に示すように、各セグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，
Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，Ｄ１，・・・，Ｄ４のそれぞれにおいて、その各マトリクス
に対応するように、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集
する収集方向ＤＲが、ｋ空間ｋｓの中心を介して対称であるセグメント領域の間にて互い
に反対方向へ向かうように実施する。たとえば、図４に示すように、その収集方向ＤＲが
ｋ空間ｋｓの中心から、ｋｙ軸方向に沿って、周囲へ向かうように実施する。つまり、図
４に示すように、セグメント領域Ａ１，Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４につ
いては、ｋｘ－ｋｚ面を介して隣り合うセグメント領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４，Ｄ１，
Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４に対して、その収集方向ＤＲが、反対方向へ向かうように、スキャンを
実施する。
【００７７】
　図５は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳを実施する際に各セ
グメントについてマスクデータを収集する時のパルスシーケンス図である。図５において
は、ＲＦパルスＲＦと、スライス選択方向の勾配パルスＧｓと、そのスライス選択方向に
直交する位相エンコード方向の勾配パルスＧｐと、スライス選択方向および位相エンコー
ド方向に直交する周波数エンコード方向の勾配パルスＧｒとを示している。なお、ここで
は、縦軸が強度を示し、横軸が時間を示している。
【００７８】
　また、図６は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳを実施する際
に、各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序を示
す図である。
【００７９】
　図５に示すように、本実施形態においては、まず、撮影領域へ流入する流体を含む領域
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に飽和パルスＳＡＴ（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ　ｐｕｌｓｅ）を送信する
。たとえば、１００°パルス、および、横磁化を消失させるスポイラパルスを、飽和パル
スとして用いる。その後、たとえば、ファスト・グラディエント・エコー法に対応するパ
ルスシーケンスＧＲにて、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ＴＲごとに順
次収集する。具体的には、ファスト・グラディエント・エコー法に対応するパルスシーケ
ンスＧＲにおいては、まず、撮影領域におけるスピンの磁化モーメントを、α°のフリッ
プアングルでフリップするように、α°パルスを、スライス選択勾配パルスと共に送信し
、撮影領域を選択的に励起する。つぎに、スライス選択方向および位相エンコード方向と
のそれぞれにおいて、位相エンコードするための勾配パルスを送信する。つまり、ここで
は、３次元の撮影領域について撮影するために、３次元のｋ空間に対応してマスクデータ
を収集するように、スライス選択方向において位相エンコードするための勾配パルスにつ
いても送信する。つぎに、周波数エンコード方向に勾配パルスを送信し、磁気共鳴信号を
サンプリングする。その後、周波数エンコード方向に横磁化を消失させるスポイラパルス
を、また、スライス選択方向および位相エンコード方向とのそれぞれにおいてリワインド
するために勾配パルスを送信する。ここでは、この磁気共鳴信号のサンプリングを繰り返
し時間ＴＲごとに位相エンコードをステップ状に変えて実施する。このように、１回の飽
和パルスＳＡＴの送信後、複数のマスクデータの収集を行う。
【００８０】
　たとえば、図６に示すように、セグメント領域Ａ１について、１２８個のマスクデータ
を、ｋ空間ｋｓの中心の側から周囲の側になるように、順次、繰り返し時間ＴＲごとに収
集する。そして、同様に、他のセグメント領域のそれぞれについても、１２８個のマスク
データを、ｋ空間ｋｓの中心の側から周囲の側になるように、順次、収集する。
【００８１】
　つぎに、図２に示すように、イメージングスキャンＩＳの実施を行う（Ｓ２１）。
【００８２】
　ここでは、図３に示すように、マスクスキャン実施期間ＭＴを経過後の一時停止期間Ｐ
Ｔに、被検体ＳＵにおいて流れる流体に造影剤を注入する。その後、その造影剤を含む流
体が流入した撮影領域にて生ずる磁気共鳴信号を、イメージングデータとして収集するよ
うに、スキャン部２がイメージングスキャンＩＳをイメージングスキャン実施期間ＩＴに
実施する。
【００８３】
　具体的には、図３に示すように、たとえば、第１セグメント領域Ａ，第２セグメント領
域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄの４つに分割されたｋ空間の各セグ
メントのそれぞれに対応するように、磁気共鳴信号をイメージングデータとして繰り返し
時間ＴＲごとに順次収集する。
【００８４】
　図７は、本発明にかかる実施形態１において、イメージングスキャンＩＳの実施におい
て、磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【００８５】
　図７に示すように、本実施形態においては、ｋ空間ｋｓを、その中心に位置する低周波
領域から、その周囲に位置する高周波領域に渡って、複数のセグメントＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄに
分割する。たとえば、ｋ空間において、ｋｘ軸方向に沿った、中心を含む中心領域に対応
するように、第１セグメント領域Ａを区画し、その第１セグメント領域Ａから周囲に向か
うように、第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄを、ス
テップ状に区画する。ここでは、図７に示すように、ｋ空間ｋｓの中心を通るｋｘ軸方向
を軸にする円柱形状になるように、第１セグメント領域Ａを区画する。そして、ｋ空間ｋ
ｓの中心を通るｋｘ軸方向を軸にする円筒形状で、その第１セグメント領域Ａの周囲を覆
うように、第２セグメント領域Ｂを区画する。そして、そして、ｋ空間ｋｓの中心を通る
ｋｘ軸方向を軸にする円筒形状で、その第２セグメント領域Ｂの周囲を覆うように、第３
セグメント領域Ｃを区画する。そして、ｋ空間ｋｓにおいて、その第３セグメント領域Ｃ
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の周囲を、第４セグメント領域Ｄとして区画する。
【００８６】
　そして、この各セグメント領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのそれぞれについて、磁気共鳴信号を収
集する。
【００８７】
　ここでは、マスクスキャンＭＳの場合と異なり、図３に示すように、ｋ空間において中
心を含むように位置する第１セグメント領域Ａに対応する磁気共鳴信号を収集する第１ス
キャンＳ１と、その他の第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント
領域Ｄに対応する磁気共鳴信号を収集する第２スキャンＳ２とを、互いに交互になるよう
に、繰り返し実施する。この第２スキャンＳ２については、ｋ空間において第１セグメン
ト領域Ａの周囲に分割された複数のセグメント領域である、第２セグメント領域Ｂと第３
セグメント領域Ｃと第４セグメント領域Ｄとのそれぞれに対応する磁気共鳴信号を、複数
の第１スキャンＳ１の実施を挟むように、セグメント領域単位にて順次収集する。つまり
、第２スキャンＳ２の実施において第２セグメント領域Ｂに対応する磁気共鳴信号を収集
した後には、第１スキャンＳ１の実施を介して、その第２セグメント領域Ｂと異なるセグ
メント領域である第３セグメント領域Ｃに対応する磁気共鳴信号を収集する。そして、第
２スキャンＳ２の実施において第３セグメント領域Ｃに対応する磁気共鳴信号を収集した
後には、第１スキャンＳ１の実施を介して、その第２セグメント領域および第３セグメン
ト領域Ｂと異なるセグメント領域である第４セグメント領域Ｄに対応する磁気共鳴信号を
収集する。
【００８８】
　具体的には、図３に示すように、イメージングスキャンＩＳを実施する際には、第１セ
グメント領域Ａ，第２セグメント領域Ｂ，第１セグメント領域Ａ，第３セグメント領域Ｃ
，第１セグメント領域Ａ，第４セグメント領域Ｄ，第１セグメント領域Ａ，・・・のよう
な順序にて、各セグメントに対応する磁気共鳴信号を収集する。このように、イメージン
グスキャンＩＳの実施においては、ｋ空間ｋｓにおいて中心を含むように位置する第１セ
グメント領域Ａに対応する磁気共鳴信号を、その周囲に位置する他の第２セグメント領域
Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄに対応する磁気共鳴信号よりも、多く
収集する。
【００８９】
　ただし、このイメージングスキャンＩＳを完了する際においては、図３に示すように、
第１スキャンＳ１と第２スキャンＳ２とを交互に繰り返すことはせずに、先行技術と同様
に、第１セグメント領域Ａから周囲に向かうように、第２セグメント領域Ｂ，第３セグメ
ント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄの順でスキャンを実施する。
【００９０】
　また、ここでは、図７に示すように、第１セグメント領域Ａ，第２セグメント領域Ｂ，
第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領域Ｄにおいて、磁気共鳴信号をイメージングデ
ータとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集する収集方向ＤＲが、ｋ空間の中心から周囲
へ向うように実施する。
【００９１】
　図８は、本発明にかかる実施形態１において、イメージングスキャンＩＳを実施する際
に各セグメント領域についてイメージングデータを収集する時のパルスシーケンス図であ
る。図８においては、ＲＦパルスＲＦと、スライス選択方向の勾配パルスＧｓと、そのス
ライス選択方向に直交する位相エンコード方向の勾配パルスＧｐと、スライス選択方向お
よび位相エンコード方向に直交する周波数エンコード方向の勾配パルスＧｒとを示してい
る。なお、ここでは、縦軸が強度を示し、横軸が時間を示している。
【００９２】
　図８に示すように、本実施形態においては、マスクスキャンＭＳの場合（図５参照）と
異なって、撮影領域へ流入する流体を含む領域に飽和パルスＳＡＴを送信しないが、マス
クスキャンＭＳと同様に、ファスト・グラディエント・エコー法に対応するパルスシーケ
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ンスにて、磁気共鳴信号をイメージングデータとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集す
る。ここでは、マスクスキャンＭＳでの繰り返し時間ＴＲと同じになるように、イメージ
ングスキャンＩＳでの繰り返し時間ＴＲが設定されて、実施される。
【００９３】
　つぎに、図２に示すように、画像の生成を行う（Ｓ３１）。
【００９４】
　ここでは、上記のように、ＴＲＩＣＫＳ法に対応するようにマスクスキャンＭＳとイメ
ージングスキャンＩＳとが実施され、マスクデータとイメージングデータとして収集され
た磁気共鳴信号に基づいて、その撮影領域の画像を時間軸に沿うように画像再構成部３１
が順次生成する。
【００９５】
　本実施形態においては、マスクデータに基づいてマスク画像を画像再構成し、イメージ
ングデータに基づいてイメージング画像を画像再構成した後に、そのイメージング画像の
データをマスク画像のデータで差分することによって、差分画像を生成する。
【００９６】
　図９は、本発明にかかる実施形態１において、撮影領域の画像を時間軸に沿うように順
次生成する動作を示すフロー図である。
【００９７】
　まず、図９に示すように、マスク画像ＭＧを生成する（Ｓ３１１）。
【００９８】
　図１０は、本発明にかかる実施形態１において、マスク画像ＭＧを生成する様子を示す
図である。
【００９９】
　ここでは、図１０に示すように、マスクスキャンＭＳの実施において、１６個のセグメ
ント領域に対応するように収集されたマスクデータを用いて、マスク画像ＭＧを画像再構
成する。
【０１００】
　つぎに、図９に示すように、イメージング画像ＩＧを生成する（Ｓ３２１）。
【０１０１】
　図１１は、本発明にかかる実施形態１において、イメージング画像ＩＧを生成する様子
を示す図である。
【０１０２】
　本実施形態においては、図１１に示すように、イメージング画像ＩＧを、時間軸ｔに沿
って、順次、画像再構成する。つまり、イメージングスキャンＩＳとして第１スキャンＳ
１と第２スキャンＳ２とが実施された、それぞれの時相に対応するように、イメージング
画像ＩＧを、時間軸ｔに沿って、順次、画像再構成する。
【０１０３】
　具体的には、図１１に示すように、イメージングスキャンＩＳとして第１スキャンＳ１
と第２スキャンＳ２とが、第１時相ｔ１，・・・，第８時相ｔ８，・・・，第１２時相ｔ
１２のように、順次、実施された際には、その第１時相ｔ１，・・・，第８時相ｔ８，・
・・，第１２時相ｔ１２，・・・のそれぞれの時相について、第１イメージング画像ＩＧ
１，・・・，第８イメージング画像ＩＧ８，・・・，第１２イメージング画像ＩＧ１２，
・・・を、順次、画像再構成する。
【０１０４】
　たとえば、図１１に示すように、第１イメージング画像ＩＧ１を生成する際においては
、第１時相ｔ１における第１スキャンＳ１の実施によって第１セグメント領域Ａに対応す
るように収集された磁気共鳴信号と、その第１スキャンＳ１の実施前後において第１セグ
メント領域Ａ以外の，第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４セグメント領
域Ｄのそれぞれに対応するように実施されたスキャンによって収集した磁気共鳴信号との
それぞれを用いる。すなわち、所定の時相において実施されたスキャンにて収集したセグ
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メント以外のセグメントに対応する磁気共鳴信号については、他の時相において実施され
たスキャンにて収集した磁気共鳴信号から補間する。このとき、図１１に示すように、そ
の第１時相ｔ１における第１スキャンＳ１の実施前に、イメージングスキャンＩＳにおけ
る別の第１スキャンＳ１や第２スキャンＳ２でのスキャンＳが実施されておらず、マスク
スキャンＭＳにおけるスキャンＳの実施がされている場合には、図１１において点線で示
すようにマスクデータが収集されるｋ空間ｋｓにおいて、図７に示すようにイメージング
データが収集されるｋ空間ｋｓにて第２セグメント領域Ｂ，第３セグメント領域Ｃ，第４
セグメント領域Ｄのそれぞれに対応する部分のマスクデータを用いる。
【０１０５】
　すなわち、図１１に示すように、第１セグメント領域Ａについては、第１時相ｔ１にイ
メージングデータとして収集された磁気共鳴信号を用いる。第２セグメント領域Ｂについ
ては、マスクスキャンＭＳにおいて、この第２セグメント領域Ｂに対応するようにマスク
データとして収集した磁気共鳴信号と、イメージングスキャンＩＳにおいて第２時相ｔ２
にてイメージングデータ収集した磁気共鳴信号とを用いる。ここでは、たとえば、両者の
平均値を用いる。同様に、第３セグメント領域Ｃについては、マスクスキャンＭＳにおい
て、この第３セグメント領域Ｃに対応するようにマスクデータとして収集した磁気共鳴信
号と、イメージングスキャンＩＳにおいて第４時相ｔ４にてイメージングデータ収集した
磁気共鳴信号とを用いる。また、同様に、第４セグメント領域Ｄについては、マスクスキ
ャンＭＳにおいて、この第４セグメント領域Ｄに対応するようにマスクデータとして収集
した磁気共鳴信号と、イメージングスキャンＩＳにおいて第６時相ｔ６にてイメージング
データ収集した磁気共鳴信号とを用いる。
【０１０６】
　そして、たとえば、図１１に示すように、第８イメージング画像ＩＧ８を生成する際に
おいては、第８時相ｔ８における第２スキャンＳ２の実施によって第２セグメント領域Ｂ
に対応するように収集された磁気共鳴信号と、その第２スキャンＳ２の実施前後において
第２セグメント領域Ｂ以外である、第１セグメント領域Ａ，第３セグメント領域Ｃ，第４
セグメント領域Ｄのそれぞれに対応するように実施されたスキャンによって収集した磁気
共鳴信号とのそれぞれを用いる。
【０１０７】
　すなわち、図１１に示すように、第２セグメント領域Ｂについては、第８時相ｔ８にイ
メージングデータとして収集された磁気共鳴信号を用いる。そして、上記と同様に、第１
セグメント領域Ａについては、第７時相ｔ７にイメージングデータとして収集された磁気
共鳴信号と、第９時相ｔ９にイメージングデータとして収集された磁気共鳴信号とのそれ
ぞれを用いる。第３セグメント領域Ｃについては、第４時相ｔ４にイメージングデータと
して収集された磁気共鳴信号と、第１０時相ｔ１０にイメージングデータとして収集され
た磁気共鳴信号とのそれぞれを用いる。第４セグメント領域Ｄについては、第６時相ｔ６
にイメージングデータとして収集された磁気共鳴信号と、第１２時相ｔ１２にイメージン
グデータとして収集された磁気共鳴信号とのそれぞれを用いる。
【０１０８】
　つぎに、図９に示すように、差分画像ＳＧを生成する（Ｓ３３１）。
【０１０９】
　図１２は、本発明にかかる実施形態１において、差分画像ＳＧを生成する様子を示す図
である。
【０１１０】
　ここでは、図１２に示すように、上記のように、時間軸ｔに沿って生成されたイメージ
ング画像ＩＧのそれぞれの画像データから、マスク画像ＭＧの画像データを差分すること
によって、差分画像ＳＧを生成する。
【０１１１】
　たとえば、第１時相ｔ１に対応するように生成された第１イメージング画像ＩＧ１の画
像データから、マスク画像ＭＧの画像データを差分することによって、第１差分画像ＳＧ
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１を生成する。同様に、各時相ｔ２，・・・，ｔ８，・・・に対応するように、順次、第
２差分画像ＳＧ２，・・・，第８差分画像ＳＧ８，・・・を生成する
【０１１２】
　この差分画像ＳＧは、前述したように、造影剤が流入した撮影領域のイメージング画像
ＩＧに、造影剤が流入していない撮影領域のマスク画像ＭＧを差分しているので、造影剤
が流入している部分が高いコントラストな画像として生成される。
【０１１３】
　以上のように、本実施形態においてマスクスキャンＭＳを実施する際には、撮影領域へ
流入する流体を含む領域に飽和パルスＳＡＴを送信した後に、磁気共鳴信号をマスクデー
タとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集するスキャンを、ｋ空間において複数に分割さ
れた各セグメント領域Ａ１，・・・，Ａ４，Ｂ１，・・・，Ｂ４，Ｃ１，・・・，Ｃ４，
Ｄ１，・・・，Ｄ４のそれぞれに対応するように、ファスト・グラディエント・エコー法
によって、順次、繰り返し実施する。このため、マスクデータの収集時に、インフロー効
果の影響によって、血液などの流体が流れる血管部分からマスクデータとして収集される
磁気共鳴信号が高信号になることを、飽和パルスの送信によって抑制できる。よって、こ
のマスクデータに基づいて生成されたマスク画像ＭＧの画像データをイメージング画像Ｉ
Ｇの画像データから差分した場合には、その差分画像ＳＧにおいて造影剤が流入している
部分が高いコントラストで生成される。また、従来ではインフロー効果によってマスク画
像において高信号となっていた血管部分が、差分画像ＳＧにおいて確認できるため、造影
剤の有無に関わらず、血管の位置を認識しやすくなる。また、繰り返し時間ＴＲごとに、
飽和パルスＳＡＴを送信すると、結果として、全体のスキャン時間が増大するが、本実施
形態においては、飽和パルスＳＡＴの送信後、複数の繰り返し時間ＴＲのそれぞれにて、
マスクデータを収集しているので、スキャン時間が増大することを抑制できる。
【０１１４】
　さらに、本実施形態においては、イメージングスキャンＩＳにてイメージングデータを
収集するｋ空間と、マスクスキャンＭＳにてマスクデータを収集するｋ空間とにおいて、
互いに異なるようにセグメントを分割しており、このマスクスキャンＭＳにてマスクデー
タを収集するｋ空間については、その中心を介して対称になるように複数のセグメントに
分割している。
【０１１５】
　このため、マスクスキャンＭＳにおける飽和パルスＳＡＴの印加を、イメージングスキ
ャンＩＳにおけるデータ取得方法には囚われずに実施可能であるために、マスクスキャン
ＭＳにおける飽和パルスの印加方法を自由に設定できる。
【０１１６】
　また、本実施形態は、マスクスキャンＭＳの実施において、各セグメントのそれぞれに
ついて磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ごとに順次収集する収集方向ＤＲ
が、ｋ空間の中心を介して互いに反対方向へ向かうように、このマスクスキャンＭＳを実
施している。
【０１１７】
　このため、飽和パルスＳＡＴの影響が、そのｋ空間の全体において、なだらかになる。
具体的には、飽和パルスＳＡＴを印加した影響で、その後取得する信号強度が変化する。
この変化は、飽和パルスＳＡＴの印加直後に大きく、その後、安定した信号強度に収束す
る。全セグメントにおいて飽和パルスＳＡＴの印加後に、ｋ空間の中心から周辺部へ向か
う方向にデータ取得が行われるため、いずれのセグメントにおいても、飽和パルスＳＡＴ
による信号の変化は、ｋ空間中心で大きく、外側で小さくなる。セグメントの配置は、ｋ
空間の中心を介して対称になるように配置されているため、ｋ空間全体での信号変化の大
きさは、ｋ空間中心から外側に向かってなだらかに変化する。そのため、セグメントを検
討せずに飽和パルスを印加し、それに伴う信号の変化がｋ空間全体に分散している場合と
比べて、信号が全体にわたってなだらかに変化しているため、信号の変化に伴う画質の劣
化を最小限に抑制できる効果を生ずる。
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【０１１８】
　また、本実施形態においては、飽和パルスＳＡＴの飽和効果が高められる。具体的には
、飽和パルスＳＡＴの飽和効果は印加直後が強く、その後、弱まって行く。本実施形態に
おいては、全セグメントにおいて飽和パルスＳＡＴの印加後に、ｋ空間の中心から周辺部
へ向かう方向にデータ取得が行われるため、いずれのセグメントにおいても飽和パルスＳ
ＡＴの飽和効果は、ｋ空間の中心で強く、外側で弱くなる。セグメントの配置は、ｋ空間
の中心を介して対称になるように配置されているため、飽和パルスＳＡＴの印加直後に取
得したデータがｋ空間全体に分散されている場合と比べて、コントラストを決めるｋ空間
中心部で飽和パルスＳＡＴの飽和効果が均一に強くなり、マスク画像における飽和パルス
ＳＡＴの効果を高められる効果を生ずる。
【０１１９】
　したがって、本実施形態は、画像品質を向上でき、画像診断を効率的に実施することが
容易にできる。
【０１２０】
＜実施形態２＞
　以下より、本発明にかかる実施形態２について説明する。
【０１２１】
　本実施形態は、マスクスキャンＭＳの実施において、ｋ空間ｋｓにて磁気共鳴信号を収
集する際のセグメントの分割方法が、実施形態１と異なる。この点を除き、実施形態１と
同様である。このため、重複する個所については、説明を省略する。
【０１２２】
　図１３は、本発明にかかる実施形態２において、マスクスキャンＭＳの実施にて、磁気
共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【０１２３】
　図１３に示すように、本実施形態においては、ｋｘ軸，ｋｙ軸，ｋｚ軸の３軸にて規定
される３次元のｋ空間ｋｓにおいて、ｋｚ軸方向にて２分割し、かつ、ｋｙ方向にて２５
６分割することによって、５１２個のセグメント領域Ａ１，・・・Ａ１２８，Ｂ１，・・
・，Ｂ１２８，Ｃ１，・・・，Ｃ１２８，Ｄ１，・・・，Ｄ１２８に分割する。すなわち
、図１３に示すように、ｋｙ軸方向とｋｚ軸方向とのそれぞれにて２等分した４つの領域
Ａｎ，Ｂｎ，Ｃｎ，Ｄｎのそれぞれを、ｋｙ軸方向にて１２８等分することによって、５
１２個のセグメント領域Ａ１，・・・Ａ１２８，Ｂ１，・・・，Ｂ１２８，Ｃ１，・・・
，Ｃ１２８，Ｄ１，・・・，Ｄ１２８になるように、ｋ空間ｋｓを分割する。そして、そ
のセグメント領域Ａ１，・・・Ａ１２８，Ｂ１，・・・Ｂ１２８，Ｃ１，・・・，Ｃ１２
８，Ｄ１，・・・，Ｄ１２８において、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間
ＴＲごとに順次収集する収集方向ＤＲが、ｋ空間ｋｓの中心を介して互いに反対方向へ向
かうように実施する。ここでは、図１３に示すように、その収集方向ＤＲがｋ空間ｋｓの
中心から、ｋｚ方向に沿って、周囲へ向かうように実施する。つまり、図１３に示すよう
に、セグメント領域Ａ１，・・・Ａ１２８，Ｂ１，・・・Ｂ１２８，については、ｋｘ－
ｋｙ面を介して互いに隣り合うセグメント領域Ｃ１，・・・，Ｃ１２８，Ｄ１，・・・，
Ｄ１２８とに対して、その収集方向ＤＲが、互いに反対方向へ向かうように、スキャンを
実施する。たとえば、Ａ１，Ｃ１，Ａ２，Ｃ２，・・・，Ｂ１２７，Ｄ１２７，Ｂ１２８
，Ｄ１２８のようにして、順次、各セグメントについてスキャンＳを実施する。
【０１２４】
　そして、このようにマスクスキャンＭＳを実施することによって収集したマスクデータ
を用いて、実施形態１と同様にして、差分画像ＳＧを生成する。
【０１２５】
　以上のように、本実施形態は、実施形態１と同様に、マスクスキャンＭＳを実施するた
めに、画像品質を向上でき、画像診断を効率的に実施することが容易にできる。
【０１２６】
＜実施形態３＞
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　以下より、本発明にかかる実施形態３について説明する。
【０１２７】
　本実施形態は、マスクスキャンＭＳの実施において、ｋ空間ｋｓにて磁気共鳴信号を収
集する際のセグメント分割方法が、実施形態１と異なる。この点を除き、実施形態１と同
様である。このため、重複する個所については、説明を省略する。
【０１２８】
　図１４は、本発明にかかる実施形態３において、マスクスキャンＭＳの実施にて、磁気
共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【０１２９】
　図１４に示すように、本実施形態においては、ｋｘ軸，ｋｙ軸，ｋｚ軸の３軸にて規定
される３次元のｋ空間ｋｓにおいて、ｋｙ軸とｋｚ軸とによって規定されるｋｚ－ｋｙ面
の中心を介して対称なセグメントになるようにｋ空間ｋｓを分割する。そして、そのｋ空
間ｋｓが分割された各セグメントにおいて、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し
時間ＴＲごとに順次収集する収集方向ＤＲが、その中心を介して互いに反対方向へ向かう
ようにマスクスキャンＭＳを実施する。ここでは、図１４に示すように、その収集方向Ｄ
Ｒがｋ空間ｋｓの中心から、その周囲へ向かうように、このマスクスキャンＭＳを実施す
る。
【０１３０】
　そして、このようにマスクスキャンＭＳを実施することによって収集したマスクデータ
を用いて、実施形態１と同様にして、差分画像ＳＧを生成する。
【０１３１】
　以上のように、本実施形態は、実施形態１と同様に、マスクスキャンＭＳを実施するた
めに、画像品質を向上でき、画像診断を効率的に実施することが容易にできる。
【０１３２】
＜実施形態４＞
　以下より、本発明にかかる実施形態４について説明する。
【０１３３】
　本実施形態は、マスクスキャンＭＳの実施において、ｋ空間ｋｓにて磁気共鳴信号を収
集する際の収集方法が、実施形態１と異なる。この点を除き、実施形態１と同様である。
このため、重複する個所については、説明を省略する。
【０１３４】
　図１５は、本発明にかかる実施形態４において、マスクスキャンＭＳを実施する際に、
各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序を示す図
である。
【０１３５】
　図１５に示すように、本実施形態においてマスクスキャンＭＳを実施する際には、実施
形態１と同様に、ｋ空間ｋｓにてセグメント領域Ａ１に対応する磁気共鳴信号を収集する
ように、スキャンを実施する。ここでは、撮影領域へ流入する流体を含む領域に飽和パル
スＳＡＴを送信する。その後、たとえば、ファスト・グラディエント・エコー法に対応す
るパルスシーケンスＧＲを、繰り返し時間ＴＲごとに順次実施する。本実施形態において
は、実施形態１と異なり、飽和パルスＳＡＴを送信後から所定数の繰り返し時間ＴＲにお
いては、マスクデータを収集しない。すなわち、いわゆる、ダミー・アクイジション（Ｄ
ａｍｍｙ　ａｃｑｕｉｓｉｏｎ）を、所定回数行う。そして、この後、磁気共鳴信号をマ
スクデータとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集する。
【０１３６】
　この後、他のセグメント領域Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４，Ｃ１，Ｃ２
，Ｃ３，Ｃ４，Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４のそれぞれについても、同様に、スキャンを実施
し、マスクデータを収集する。
【０１３７】
　そして、このようにマスクスキャンＭＳを実施することによって収集したマスクデータ
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を用いて、実施形態１と同様にして、差分画像ＳＧを生成する。
【０１３８】
　以上のように、本実施形態は、実施形態１と同様に、マスクスキャンＭＳを実施するた
めに、画像品質を向上でき、画像診断を効率的に実施することが容易にできる。さらに、
本実施形態においてマスクスキャンＭＳを実施する際には、実施形態１と異なり、飽和パ
ルスＳＡＴを送信後、磁気共鳴信号をマスクデータとして収集しない繰り返し時間ＴＲを
経た後に、磁気共鳴信号をマスクデータとして繰り返し時間ＴＲごとに順次収集する。飽
和パルスＳＡＴを印加することによって信号が乱れるが、この信号をｋ空間ｋｓの中心で
取得すると画質が劣化する。これに対し、本実施形態は、ダミー・アクイジションを実施
し、信号を安定化させた後に、マスクデータを収集するために、画像品質をさらに向上さ
せることができる。
【０１３９】
＜実施形態５＞
　以下より、本発明にかかる実施形態５について説明する。
【０１４０】
　本実施形態は、マスクスキャンＭＳの実施において、ｋ空間ｋｓにて磁気共鳴信号を収
集する際の収集方法が、実施形態４と異なる。この点を除き、実施形態１と同様である。
このため、重複する個所については、説明を省略する。
【０１４１】
　図１６は、本発明にかかる実施形態５において、マスクスキャンＭＳを実施する際に、
各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序を示す図
である。
【０１４２】
　図１６に示すように、本実施形態においてマスクスキャンＭＳを実施する際には、撮影
領域へ流入する流体を含む領域に飽和パルスＳＡＴを送信する。その後、たとえば、ファ
スト・グラディエント・エコー法に対応するパルスシーケンスＧＲを、繰り返し時間ＴＲ
ごとに順次実施する。ここでは、飽和パルスＳＡＴを送信後から所定数の繰り返し時間Ｔ
Ｒにおいては、マスクデータを収集しない、ダミー・アクイジション（Ｄａｍｍｙ　ａｃ
ｑｕｉｓｉｏｎ）を、所定回数行う。
【０１４３】
　この後、ｋ空間ｋｓにてセグメント領域Ａ１に対応する磁気共鳴信号を、マスクデータ
として繰り返し時間ＴＲごとに順次収集する。ここでは、ｋ空間ｋｓにて中心側の１番目
から、その周囲の１２５番目まで並ぶ複数のマトリクスに対応するように、磁気共鳴信号
をマスクデータとして、順次、収集する。そして、この後、飽和パルスＳＡＴを送信する
。そして、ｋ空間ｋｓにて中心側の１２６番目から、その周囲の１２８番目まで並ぶ複数
のマトリクスに対応するように、磁気共鳴信号をマスクデータとして、順次、収集する。
【０１４４】
　この後、他のセグメント領域Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４，Ｃ１，Ｃ２
，Ｃ３，Ｃ４，Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４のそれぞれについても、この第１セグメント領域
Ａａと同様に、順次、スキャンを実施し、マスクデータを収集する。
【０１４５】
　そして、このようにマスクスキャンＭＳを実施することによって収集したマスクデータ
を用いて、実施形態１と同様にして、差分画像ＳＧを生成する。
【０１４６】
　以上のように、本実施形態においてマスクスキャンＭＳを実施する際には、実施形態４
と異なり、セグメントを構成する複数のマトリクスのそれぞれについて、マスクデータを
順次収集する前に飽和パルスＳＡＴを送信せずに、セグメントを構成する複数のマトリク
スのそれぞれについて、マスクデータを順次収集する間に、飽和パルスＳＡＴを送信して
いる。すなわち、本実施形態においては、セグメントの途中で飽和パルスＳＡＴを送信し
ている。
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【０１４７】
　飽和パルスＳＡＴを印加することで信号が乱れるが、この信号をｋ空間ｋｓの中心で取
得すると画質が劣化する。実施形態４では、セグメントの最初に飽和パルスＳＡＴの印加
およびダミー・アクイジションの実施を行い、ｋ空間中心における信号を安定化させたが
、ダミー・アクイジションの増加に伴い、撮像時間も増加する。本実施形態のように、ｋ
空間の中心側のマスクデータを収集するまでの間に、ダミー・アクイジション、または、
その外側の領域に対応するマスクデータを収集する過程を経ることによって、飽和パルス
ＳＡＴを印加してからｋ空間の中心を取得するまでに実施形態４と同数のアクイジション
を行うのに加えて、全体で実施するダミー・アクイジションの数は減少されるので、ｋ空
間ｋｓの中心について安定した信号を取得し、さらに、撮影時間が延長することを抑制す
ることができる。尚、飽和パルスＳＡＴを印加した直後に取得する信号を安定化させるた
め、図１６の全セグメントにおいて印加される飽和パルスＳＡＴの後にダミーパルスを印
加してもよい。
【０１４８】
　なお、上記の実施形態の磁気共鳴イメージング装置１は、本発明の磁気共鳴イメージン
グ装置に相当する。また、上記の実施形態のスキャン部２は、本発明のスキャン部に相当
する。
【０１４９】
　また、本発明の実施に際しては、上記した実施形態に限定されるものではなく、種々の
変形例を採用することができる。
【０１５０】
　たとえば、２次元領域についてイメージングを実施する際に、適用してもよい。
【０１５１】
　また、マスクスキャンＭＳと、イメージングスキャンＩＳとにおいて磁気共鳴信号を収
集するｋ空間を、異なる方法で複数のセグメントに分割しているが、その分割数は、それ
ぞれ任意である。
【０１５２】
　また、マスク画像ＭＧとイメージング画像ＩＧとを生成後に、そのマスク画像ＭＧとイ
メージング画像ＩＧとの間にて差分処理を実施することによって、差分画像ＳＧを生成す
る場合について、説明したが、これに限定されない。たとえば、マスクスキャンの実施に
て収集したマスクデータと、イメージングスキャンＩＳの実施にて収集したイメージング
データと間において差分処理を実施し、差分データを算出後、その差分データについて画
像再構成処理することによって、差分画像ＳＧを生成するように構成してもよい。
【０１５３】
　また、たとえば、飽和パルスを送信する場合について説明したが、飽和パルスに代わっ
て、他のプリパレーションパルスを送信する場合に適用してもよい。
【０１５４】
　また、飽和パルスについては、選択的にスライス領域へ印加してもよく、あるいは、非
選択的に印加してもよい。選択的に印加する場合は、撮影領域外に印加してもよく、ある
いは、撮影領域内に一部または全部重なるように印加してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１５５】
【図１】図１は、本発明にかかる実施形態において、磁気共鳴イメージング装置１の構成
を示す構成図である。
【図２】図２は、本発明にかかる実施形態１において、被検体ＳＵを撮像する際の動作を
示すフロー図である。
【図３】図３は、本発明にかかる実施形態１において、ＴＲＩＣＫＳ法にて被検体の撮影
領域についてスキャンを実施する様子を示す図である。図３においては、時間軸を横軸で
示している。
【図４】図４は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳの実施にて、
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磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【図５】図５は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳを実施する際
に各セグメントについてマスクデータを収集する時のパルスシーケンス図である。
【図６】図６は、本発明にかかる実施形態１において、マスクスキャンＭＳを実施する際
に、各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序を示
す図である。
【図７】図７は、本発明にかかる実施形態１において、イメージングスキャンＩＳの実施
において、磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【図８】図８は、本発明にかかる実施形態１において、イメージングスキャンＩＳを実施
する際に各セグメント領域についてイメージングデータを収集する時のパルスシーケンス
図である。
【図９】図９は、本発明にかかる実施形態１において、撮影領域の画像を時間軸に沿うよ
うに順次生成する動作を示すフロー図である。
【図１０】図１０は、本発明にかかる実施形態１において、マスク画像ＭＧを生成する様
子を示す図である。
【図１１】図１１は、本発明にかかる実施形態１において、イメージング画像ＩＧを生成
する様子を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明にかかる実施形態１において、差分画像ＳＧを生成する様子
を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明にかかる実施形態２において、マスクスキャンＭＳの実施に
て、磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【図１４】図１４は、本発明にかかる実施形態３において、マスクスキャンＭＳの実施に
て、磁気共鳴信号を収集するｋ空間を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明にかかる実施形態４において、マスクスキャンＭＳを実施す
る際に、各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序
を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明にかかる実施形態５において、マスクスキャンＭＳを実施す
る際に、各セグメントを構成するマトリクスについて、マスクデータを収集する時の順序
を示す図である。
【図１７】図１７は、ＴＲＩＣＫＳ法にてスライス画像を生成する様子を示す図である。
図１７においては、時間軸ｔを横軸に示している。
【図１８】図１８は、ＴＲＩＣＫＳ法にてスライス画像を生成する際に磁気共鳴信号を収
集するｋ空間を示す図である。
【符号の説明】
【０１５６】
１：磁気共鳴イメージング装置（磁気共鳴イメージング装置）
２：スキャン部（スキャン部）、
３：操作コンソール部、
１２：静磁場マグネット部、
１３：勾配コイル部、
１４：ＲＦコイル部、
１５：クレードル、
２２：ＲＦ駆動部、
２３：勾配駆動部、
２４：データ収集部、
３０：制御部、
３１：画像再構成部、
３２：操作部、
３３：表示部、
３４：記憶部、
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Ｂ：撮像空間
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